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（2）  

小
早
川
 
真
 
理
 
 

【
事
実
の
概
要
】
 
 

仙
 
債
務
者
Y
は
、
米
国
に
本
社
を
置
く
航
空
会
社
で
あ
る
。
債
権
 
 

賞
与
支
給
の
前
提
条
件
に
組
合
が
反
対
し
、
協
約
不
成
立
と
な
っ
 
 

た
場
合
に
、
当
該
前
提
条
件
を
付
す
こ
と
が
信
義
則
違
反
で
無
効
と
 
 

さ
れ
、
組
合
員
の
賞
与
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
事
例
 
 

ノ
ー
ス
・
ウ
エ
ス
ト
航
空
（
賞
与
請
求
）
事
件
 
 

千
葉
地
裁
決
定
平
成
一
四
・
二
・
一
九
、
金
員
仮
払
処
分
命
令
 
 

申
立
一
部
認
容
・
一
部
却
下
、
労
働
判
例
八
四
一
卓
二
五
頁
 
 

者
Ⅹ
ら
は
、
い
ず
れ
も
Y
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
、
Y
の
日
本
支
店
 
 

唯
一
の
労
働
組
合
で
あ
り
、
已
本
人
従
業
員
約
一
二
五
〇
名
（
う
 
 

ち
正
社
員
約
七
二
〇
名
）
中
約
三
六
〇
名
を
組
織
す
る
支
社
組
合
 
 

に
所
属
し
て
い
る
。
な
お
、
支
社
組
合
は
、
Y
と
の
間
に
毎
年
有
 
 

効
期
間
を
一
年
と
す
る
労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
る
。
 
 
 

Y
に
お
け
る
社
員
の
賃
金
は
、
基
本
給
及
び
扶
養
家
族
手
当
等
 
 
 

社
会
法
判
例
研
究
（
第
三
九
回
）
 
 

社
会
法
判
例
研
究
会
 
 

の
諸
手
当
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
基
本
給
は
、
職
能
 
 
 

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
毎
年
賃
金
規
定
表
の
形
で
周
知
、
運
用
さ
 
 
 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Y
と
支
社
組
合
は
、
定
期
昇
給
や
ベ
ー
ス
 
 
 

ア
ッ
プ
等
の
交
渉
は
、
労
働
協
約
改
訂
交
渉
の
形
で
行
っ
て
き
た
。
 
 

㈲
 
他
方
、
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則
上
に
は
特
に
定
め
は
 
 
 

な
い
も
の
の
、
Y
は
少
な
く
と
も
三
〇
年
間
毎
年
、
支
社
組
合
と
 
 
 

締
結
し
た
労
働
協
約
に
基
づ
き
、
基
本
月
給
等
を
基
礎
と
し
て
算
 
 
 

定
し
た
金
額
を
支
給
し
て
き
た
。
こ
の
労
働
協
約
は
、
当
初
、
労
 
 
 

働
協
約
書
の
一
項
目
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
後
別
個
の
協
定
と
し
 
 
 

て
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
非
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
Y
 
 
 

が
労
働
協
約
上
の
基
準
額
あ
る
い
は
Y
が
支
社
組
合
に
提
示
し
て
 
 
 

い
る
基
準
額
を
提
示
し
、
．
そ
れ
に
同
意
す
る
旨
の
文
書
を
提
出
し
 
 
 

た
者
に
は
、
一
時
金
を
支
給
し
て
い
る
。
 
 

㈲
 
平
成
一
四
年
三
月
、
支
社
組
合
は
、
団
交
の
場
に
お
い
て
、
基
 
 
 

本
給
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
夏
季
一
時
金
の
引
上
げ
等
要
求
し
た
の
 
 
 

に
対
し
、
Y
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
定
期
昇
給
い
ず
れ
も
現
状
の
水
 
 
 

準
を
維
持
す
る
旨
提
案
し
た
。
さ
ら
に
Y
は
、
同
年
五
月
八
日
、
 
 
 

二
〇
〇
二
年
度
夏
季
一
時
金
は
定
期
昇
給
及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
 
 
 

実
施
し
な
い
基
本
月
給
を
基
礎
額
と
し
、
支
社
組
合
が
昇
給
及
び
 
 
 

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
不
実
施
に
同
意
す
れ
ば
、
夏
季
及
び
冬
季
ボ
ー
ナ
 
 
 

ス
を
昨
年
実
績
ど
お
り
支
給
す
る
こ
と
を
提
案
（
以
下
本
件
掟
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案
）
 
し
た
。
し
か
し
、
支
社
組
合
は
同
月
二
四
日
、
本
件
提
案
に
 
 
 

到
底
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
回
答
し
た
。
 
 

㈲
 
Y
は
、
同
年
五
月
二
八
日
、
非
組
合
員
に
対
し
、
本
件
提
案
と
 
 
 

同
一
内
容
の
書
面
を
提
示
し
、
同
意
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
て
、
 
 
 

提
示
し
た
と
お
り
の
夏
季
一
時
金
を
支
給
し
た
。
 
 

㈲
 
支
社
組
合
は
、
七
月
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
Y
に
対
し
、
 
 
 

「
定
期
昇
給
問
題
は
別
途
法
定
措
置
を
含
め
た
対
策
を
講
ず
る
こ
 
 
 

と
に
し
、
夏
季
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
上
記
五
月
八
日
付
け
文
書
 
 
 

で
提
示
さ
れ
、
非
組
合
員
に
対
し
て
既
に
支
給
さ
れ
た
一
時
金
額
 
 
 

の
範
囲
に
つ
い
て
一
部
妥
結
す
る
こ
と
を
本
書
面
で
通
告
し
ま
 
 
 

す
。
」
「
当
労
働
組
合
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
労
働
協
約
に
基
づ
き
 
 
 

実
施
さ
れ
て
き
た
『
定
期
昇
給
』
を
一
方
的
に
行
わ
な
い
こ
と
は
 
 
 

違
法
で
あ
り
、
到
底
承
諾
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
内
容
の
書
面
 
 
 

（
以
下
本
件
通
告
書
）
を
提
出
し
た
。
Y
は
こ
れ
を
一
応
受
領
し
 
 
 

た
が
、
後
日
、
本
件
通
告
書
に
対
す
る
反
論
を
書
面
で
行
っ
た
。
 
 
 

結
局
支
社
組
合
と
Y
と
の
間
で
、
定
期
昇
給
・
一
時
金
に
関
し
て
、
 
 
 

協
約
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 
 

S
 
そ
し
て
、
Y
は
Ⅹ
ら
に
一
時
金
を
支
給
し
な
か
っ
た
た
め
、
Ⅹ
 
 
 

ら
が
賞
与
支
払
の
仮
処
分
を
申
請
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
 
 

【
決
定
の
要
旨
】
一
部
認
容
・
〓
誹
却
下
 
 

1
 
Y
と
支
社
組
合
と
の
間
の
夏
季
一
時
金
に
関
す
る
合
意
の
成
否
 
 

Ⅲ
 
賞
与
支
給
の
条
件
交
渉
に
お
い
て
は
、
Y
側
は
、
定
期
昇
給
及
 
 
 

び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
不
実
施
を
前
提
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
支
 
 
 

社
組
合
は
あ
く
ま
で
Y
の
提
示
し
た
前
提
を
受
入
れ
る
こ
と
は
で
 
 
 

き
な
い
と
の
姿
勢
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
等
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
 
 
 

「
Y
が
交
渉
途
中
に
提
出
し
た
回
答
書
面
の
記
載
の
一
部
で
あ
る
 
 
 

夏
季
賞
与
金
額
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
部
分
が
存
在
し
て
い
る
と
 
 
 

し
て
も
、
そ
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
定
期
昇
給
及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
 
 
 

プ
の
不
実
施
措
置
に
つ
い
て
は
双
方
共
に
重
要
な
懸
案
事
項
と
認
 
 
 

識
し
て
お
り
、
合
意
の
前
提
条
件
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
み
る
 
 
 

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
か
か
る
事
項
に
つ
い
て
合
意
が
成
 
 
 

立
し
て
い
な
い
以
上
、
上
記
一
致
す
る
部
分
の
み
を
抽
出
し
て
合
 
 
 

意
が
成
立
し
た
と
解
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
 
 
 

あ
り
、
し
た
が
っ
て
支
社
組
合
と
Y
と
の
間
に
平
成
一
四
年
度
の
 
 
 

夏
季
一
時
金
に
つ
い
て
の
合
意
は
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
も
の
と
 
 
 

い
、
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
 
 

拗
 
私
企
業
で
あ
る
Y
は
経
営
状
況
に
応
じ
て
支
給
す
べ
き
賃
金
額
 
 
 

を
判
断
す
る
の
で
あ
り
、
現
在
の
経
営
環
境
が
必
ず
し
も
順
調
と
 
 
 

は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
上
記
昇
給
停
止
等
の
条
件
自
 
 
 

体
の
提
案
は
、
経
営
者
の
観
点
に
立
つ
限
り
不
合
理
で
あ
る
と
ま
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2
 
不
当
労
働
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
有
無
 
 
 

「
Y
が
Ⅹ
ら
に
夏
季
一
時
金
を
支
給
し
な
い
理
由
恵
、
支
社
組
合
 
 

が
 
『
定
期
昇
給
及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
し
』
 
と
の
前
提
条
件
を
受
諾
 
 

せ
ず
、
夏
季
一
時
金
に
つ
い
て
の
合
意
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
 
 

他
方
、
非
組
合
員
の
内
、
今
季
に
お
い
て
 
『
定
期
昇
給
及
び
ベ
ー
ス
 
 

ア
ッ
プ
な
し
』
 
と
の
条
件
受
諾
を
示
し
た
社
員
に
対
し
て
、
Y
が
夏
 
 

か
か
る
支
給
は
当
然
の
事
柄
 
 

季
一
時
金
の
支
給
を
し
て
い
る
が
…
、
 
 

と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
Y
と
支
社
組
合
と
の
夏
季
一
時
金
の
交
渉
 
 

が
妥
結
す
る
ま
で
、
受
諾
を
し
た
非
組
合
員
に
対
す
る
夏
季
賞
与
の
 
 

支
給
を
留
保
す
べ
き
格
別
の
事
情
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 

非
組
合
員
に
対
す
る
支
給
を
も
っ
て
、
直
ち
に
支
社
組
合
に
対
す
る
 
 

不
当
労
働
行
為
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
 
 
 

3
 
信
義
則
違
反
と
賞
与
請
求
権
の
有
無
 
 

Ⅲ
 
「
賞
与
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
等
の
 
 
 

合
意
に
基
づ
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
案
に
お
い
 
 
 

て
は
、
債
務
者
の
就
業
規
則
に
は
夏
季
又
は
冬
季
に
一
時
金
を
支
 
 
 

で
は
言
い
難
く
、
少
な
く
と
も
使
用
者
と
い
う
優
位
な
立
場
に
基
 
 

づ
き
、
従
業
員
で
あ
る
Ⅹ
ら
の
窮
状
に
乗
じ
て
著
し
く
社
会
正
義
 
 

に
反
す
る
犠
牲
を
求
め
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
」
な
い
。
 
 

ま
た
、
平
成
一
四
年
度
の
夏
季
一
 
 
 

給
す
る
旨
の
規
定
は
な
く
…
、
 
 
 

時
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
未
だ
労
働
協
約
の
締
結
が
な
さ
れ
て
 
 
 

い
な
い
」
。
「
と
こ
ろ
で
、
賞
与
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
申
 
 
 

し
入
れ
た
前
提
条
件
を
組
合
が
承
諾
し
な
い
限
り
合
意
が
成
立
せ
 
 
 

ず
、
そ
の
発
生
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
 
 
 

く
、
 従
前
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
経
緯
、
支
給
金
額
、
他
の
従
業
 
 
 

員
に
支
給
さ
れ
て
い
た
賞
与
の
性
格
等
の
諸
事
情
を
考
慮
し
、
支
 
 
 

給
し
な
い
こ
と
が
従
前
の
労
使
関
係
に
照
ら
し
て
合
理
性
を
有
せ
 
 
 

ず
、
支
給
し
な
い
状
態
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
対
し
 
 
 

て
経
済
的
に
著
し
い
不
利
益
を
与
え
る
場
合
に
は
、
前
提
条
件
の
 
 
 

存
在
を
主
張
す
る
こ
と
自
体
が
信
義
則
違
反
と
な
り
、
無
条
件
の
 
 
 

賞
与
請
求
の
申
入
れ
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
同
申
入
れ
を
組
合
が
 
 
 

承
諾
し
た
場
合
に
は
合
意
が
成
立
し
た
も
の
と
同
様
に
扱
い
、
一
 
 
 

時
金
 
（
賞
与
）
請
求
権
の
発
生
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
 
 
 

の
が
相
当
で
あ
る
。
」
 
 

拗
 
Y
に
お
い
て
は
、
「
二
八
年
間
余
り
の
間
合
意
不
成
立
で
不
支
 
 
 

給
と
な
っ
た
事
例
が
こ
れ
ま
で
一
度
と
し
て
な
く
、
Ⅹ
ら
に
と
っ
 
 
 

て
は
、
夏
季
及
び
冬
季
一
時
金
が
例
年
ど
お
り
支
給
さ
れ
る
も
の
 
 
 

と
の
期
待
を
懐
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
、
」
一
時
 
 
 

金
総
額
は
、
月
例
賃
金
の
七
ケ
月
分
・
年
間
固
定
給
収
入
額
の
六
 
 
 

割
に
達
す
る
も
の
で
、
「
Y
に
お
け
る
場
合
に
は
報
償
的
性
格
の
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み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
固
定
賃
金
た
る
性
格
を
も
併
有
し
て
い
る
も
 
 

の
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
Y
が
…
多
額
の
経
営
赤
字
状
態
に
透
る
こ
 
 

と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
…
Ⅹ
ら
に
夏
季
一
時
金
の
原
資
を
 
 

捻
出
で
き
な
い
程
の
経
営
的
苦
境
に
は
な
く
、
Ⅹ
ら
に
本
件
夏
季
 
 

一
時
金
額
の
支
給
を
し
て
も
、
Y
の
経
営
状
態
が
困
難
に
陥
る
事
 
 

情
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
Ⅹ
ら
の
夏
季
一
時
金
請
求
額
が
米
国
系
 
 

の
他
の
航
空
会
社
と
同
様
の
水
準
に
と
ど
ま
り
、
必
ず
し
も
高
額
 
 

の
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
Ⅹ
ら
は
夏
季
一
時
金
 
 

の
支
払
い
を
受
け
得
な
い
場
合
に
は
、
年
間
固
定
給
収
入
額
に
占
 
 

め
る
割
合
が
お
よ
そ
六
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
常
生
活
に
 
 

重
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
等
…
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
 
 

た
場
合
、
定
期
昇
給
及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
不
実
施
が
Y
に
と
っ
 
 

て
今
後
の
経
営
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
か
か
る
条
 
 

件
を
付
し
て
支
社
組
合
が
受
諾
し
な
い
と
の
理
由
を
も
っ
て
、
夏
 
 

季
一
時
金
の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
も
の
 
 

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
．
書
面
に
よ
る
無
条
件
の
賞
与
申
入
れ
と
解
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
、
支
社
組
合
が
同
申
入
れ
に
つ
い
て
、
Y
に
対
 
 

し
書
面
に
よ
る
本
件
妥
結
の
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
…
に
よ
り
Y
 
 

と
支
社
組
合
と
の
間
で
夏
季
一
時
金
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
合
意
 
 

が
成
立
し
た
も
の
と
同
様
に
扱
い
、
Ⅹ
ら
は
、
基
本
月
給
、
住
宅
 
 

手
当
及
び
運
転
手
当
の
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
た
金
額
 
 

【
検
討
】
 
判
断
の
基
本
部
分
に
疑
問
が
あ
る
 
 

1
 
本
判
決
の
位
置
付
け
 
 
 

本
件
は
、
長
年
に
わ
た
り
労
働
協
約
に
基
づ
く
一
時
金
（
賞
与
）
 
 

が
支
給
さ
れ
て
き
た
会
社
に
お
い
て
、
使
用
者
が
示
し
た
賞
与
支
給
 
 

の
前
提
条
件
に
組
合
が
反
対
し
、
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
に
 
 

つ
い
て
、
前
提
条
件
を
除
く
部
分
的
合
意
の
成
否
、
賞
与
不
支
給
の
 
 

不
当
労
働
行
為
該
当
性
、
及
び
合
意
不
成
立
時
の
一
時
金
請
求
権
の
 
 

存
否
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
 
 
 

4
 
保
全
の
必
要
性
 
 
 

「
『
認
容
額
』
欄
『
0
』
記
載
を
除
く
各
Ⅹ
ら
に
つ
い
て
は
、
同
目
 
 

録
証
書
欄
記
載
の
各
疎
明
資
料
に
よ
り
、
同
保
全
の
必
要
性
に
関
す
 
 

る
事
実
欄
の
事
実
が
疎
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
案
訴
訟
の
結
果
を
 
 

待
た
ず
し
て
現
時
点
で
夏
季
一
時
金
を
支
給
す
べ
き
必
要
性
が
是
認
 
 

で
き
、
本
件
一
件
疎
明
資
料
に
現
れ
た
債
権
者
ら
の
生
活
状
況
、
従
 
 

前
の
月
額
支
給
賃
金
額
等
の
諸
事
情
を
考
慮
し
た
場
合
、
認
容
す
べ
 
 

き
額
は
、
各
請
求
金
額
（
定
期
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
し
の
基
礎
 
 

額
の
三
・
五
ケ
月
分
）
 
の
二
分
の
一
を
も
っ
て
相
当
と
判
断
す
る
。
」
 
 

を
限
度
と
し
た
夏
季
一
時
金
請
求
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
 
 

で
あ
る
。
」
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ま
ず
、
部
分
的
合
意
の
成
否
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
間
題
が
争
 
 

わ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
は
、
都
南
自
動
車
教
習
所
事
件
が
あ
る
。
同
 
 

事
件
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
額
は
労
使
で
合
意
に
達
し
た
が
、
使
用
者
 
 

が
協
定
締
結
に
前
提
条
件
を
付
し
、
組
合
が
こ
れ
を
承
諾
し
な
か
っ
 
 

た
た
め
に
協
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
同
事
 
 

件
最
高
裁
判
決
（
最
高
裁
三
小
平
成
二
ニ
・
三
・
二
二
判
決
、
労
判
 
 

八
〇
五
号
二
三
貢
。
原
審
東
京
高
裁
平
成
一
一
・
一
一
・
二
二
判
決
、
 
 

労
判
八
〇
五
号
二
八
貢
、
一
審
横
浜
地
裁
平
成
八
・
六
・
一
三
判
決
、
 
 

労
判
七
〇
六
号
六
〇
貢
。
）
は
、
前
提
条
件
の
諾
否
は
協
約
締
紆
に
 
 

お
い
て
「
労
使
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
」
、
「
他
の
交
 
 

渉
事
項
と
切
り
離
し
て
、
…
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
を
支
給
す
る
こ
と
が
 
 

…
合
意
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
」
と
し
て
、
 
 

部
分
的
合
意
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。
 
 
 

本
決
定
も
、
本
件
に
お
い
て
前
提
条
件
は
「
労
使
共
に
重
要
な
懸
 
 

案
事
項
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
合
意
の
前
提
条
件
を
構
成
し
て
い
 
 

た
」
と
し
、
か
か
る
前
提
条
件
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
い
以
上
、
部
 
 

分
的
合
意
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

こ
の
裁
判
例
の
流
れ
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
 
 

要
旨
3
で
は
、
合
意
が
成
立
し
て
い
な
く
て
も
、
「
前
提
条
件
の
存
 
 

在
を
主
張
す
る
こ
と
が
信
義
則
違
反
」
に
な
る
場
合
に
は
賞
与
請
求
 
 

権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
独
自
の
判
断
枠
組
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
 
 

2
 
賞
与
請
求
権
の
根
拠
 
 
 

本
決
定
は
、
Ⅹ
ら
の
一
時
金
請
求
権
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
理
 
 

論
的
根
拠
は
、
Ⅹ
ら
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

Ⅹ
ら
の
主
張
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
論
構
成
で
一
時
金
請
 
 

求
権
が
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Y
と
支
社
組
合
と
で
 
 

支
給
額
に
つ
い
て
は
一
致
し
た
こ
と
で
、
一
時
金
支
給
に
つ
い
て
の
 
 

個
別
的
労
働
協
約
（
部
分
的
合
意
）
 
が
成
立
し
、
あ
る
い
は
三
〇
年
 
 

間
の
一
時
金
支
給
と
い
う
実
績
に
よ
り
確
立
し
た
労
使
慣
行
に
基
づ
 
 

き
、
賞
与
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ま
ず
、
労
働
協
約
の
成
立
に
関
し
て
は
、
前
述
 
 

の
よ
う
に
本
決
定
が
部
分
的
合
意
の
成
立
を
認
め
な
い
と
い
う
立
場
 
 

で
あ
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
 
 

に
、
結
論
と
し
て
も
Ⅹ
ら
の
賞
与
請
求
権
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
理
 
 

論
構
成
が
問
題
と
な
る
。
 
 
 

な
お
、
不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
決
定
は
、
Ⅹ
ら
 
 

の
主
張
す
る
不
利
益
取
扱
い
、
団
交
拒
否
不
利
益
取
扱
い
、
支
配
介
 
 

入
の
全
て
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
ご
く
簡
略
に
 
 

言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
評
者
と
し
て
は
本
件
事
案
 
 

に
つ
い
て
は
、
不
当
労
働
行
為
の
成
否
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
思
 
 

わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
本
評
釈
の
検
討
事
項
と
し
た
い
。
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ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
合
意
の
成
立
を
認
め
う
る
と
し
て
も
、
上
記
都
 
 

南
自
動
車
教
習
所
事
件
最
高
裁
判
決
に
し
た
が
え
ば
、
使
用
者
ヒ
労
 
 

働
組
合
と
の
合
意
が
書
面
に
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
署
名
又
は
記
名
押
 
 

印
が
な
い
限
り
、
労
働
協
約
と
し
そ
の
規
範
的
効
力
は
認
め
ら
れ
な
 
 

い
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
Ⅹ
ら
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
 
 

あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
本
決
定
は
労
使
慣
行
に
基
づ
く
一
時
金
請
求
権
を
認
め
 
 

た
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
七
い
。
と
い
う
の
は
、
本
決
定
は
一
時
 
 

金
支
給
の
労
働
慣
行
の
成
否
に
つ
い
て
明
確
に
判
断
し
て
い
な
い
か
 
 

ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
決
定
が
Ⅹ
ら
の
一
時
金
請
求
権
を
認
め
た
 
 

部
分
を
見
る
と
、
一
時
金
が
支
給
さ
れ
て
き
た
期
間
、
ほ
ぼ
同
一
の
 
 

算
定
方
法
、
賞
与
が
年
収
に
占
め
る
割
合
等
、
Ⅹ
ら
が
労
働
慣
行
成
 
 

立
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
事
実
を
重
視
し
て
お
り
、
Ⅹ
ら
の
主
張
を
 
 

全
面
的
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
本
決
定
の
理
論
構
 
 

成
は
、
賞
与
請
求
権
は
「
就
業
規
則
、
労
働
協
約
等
の
合
意
に
基
づ
 
 

く
こ
と
が
原
則
」
と
し
た
う
え
で
、
諸
事
情
の
総
合
衡
量
に
よ
り
、
 
 

賞
与
不
支
給
に
合
理
性
が
な
く
労
働
者
の
被
る
経
済
的
不
利
益
が
著
 
 

し
い
場
合
に
は
、
「
前
提
条
件
を
主
張
す
る
こ
と
自
体
が
信
義
則
違
 
 

反
」
と
な
り
、
「
無
条
件
の
賞
与
請
求
［
支
給
フ
・
］
 
の
申
入
れ
と
解
」
 
 

し
、
「
同
申
入
れ
を
組
合
の
承
諾
し
た
場
合
に
は
合
意
が
成
立
し
た
 
 

も
の
と
同
様
に
取
り
扱
う
」
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
例
外
的
に
賞
与
 
 

請
求
権
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ⅹ
ら
が
労
働
慣
 
 

行
成
立
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
事
実
を
、
賞
与
不
支
給
の
合
理
性
判
 
 

断
の
考
慮
要
素
と
し
て
取
り
扱
う
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
決
 
 

定
は
、
後
半
部
分
で
は
、
「
無
条
件
の
申
入
れ
」
、
「
合
意
が
成
立
し
 
 

た
も
の
と
同
様
に
扱
［
う
］
」
な
ど
と
述
べ
て
お
り
、
あ
え
て
労
働
 
 

慣
行
の
成
否
を
判
断
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
総
合
衡
量
に
よ
る
合
理
性
判
断
と
い
 
 

う
手
法
を
採
り
、
労
働
慣
行
の
成
否
を
直
接
に
問
題
に
し
て
い
な
い
。
 
 

そ
の
背
景
に
は
、
具
体
的
賞
与
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
よ
う
な
労
働
 
 

慣
行
の
存
在
を
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
 
 

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
に
労
働
慣
行
に
基
づ
く
賞
与
請
求
権
の
存
否
が
争
わ
れ
 
 

た
裁
判
例
と
し
て
は
、
浦
添
交
通
事
件
（
那
覇
地
裁
判
決
昭
和
六
 
 

二
・
三
・
二
七
、
労
判
四
九
七
号
一
〇
一
貫
。
）
、
小
暮
釦
製
作
所
事
 
 

件
（
東
京
地
裁
平
成
六
・
一
一
・
一
五
判
決
、
労
判
六
六
六
号
三
二
 
 

頁
。
）
、
松
原
交
通
事
件
（
大
阪
地
裁
判
決
平
成
九
・
五
・
一
九
労
判
 
 

七
二
五
号
七
二
貢
。
）
 
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
 
 

も
、
労
働
慣
行
に
基
づ
く
具
体
的
賞
与
請
求
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
 
 

い
。
た
と
え
ば
、
小
暮
釦
製
作
所
事
件
は
、
使
用
者
が
、
協
約
未
成
 
 

立
を
理
由
に
賞
与
不
支
給
と
し
た
た
め
、
労
働
者
が
「
概
ね
前
年
度
 
 

実
績
を
下
回
ら
な
い
旨
の
労
働
慣
行
」
が
存
在
す
る
と
し
て
、
同
慣
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行
に
基
づ
く
賞
与
請
求
権
を
主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
 
 

同
判
決
は
、
就
業
規
則
や
労
働
協
約
に
支
給
額
や
算
定
基
準
の
定
め
 
 

が
な
く
、
労
使
協
議
で
決
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
賞
与
額
は
、
 
 

対
象
期
間
中
の
企
業
の
実
績
や
労
働
者
の
能
率
等
に
よ
り
支
給
の
有
 
 

無
及
び
額
が
変
動
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前
 
 

年
度
実
績
に
よ
る
賞
与
請
求
権
が
具
体
化
し
て
い
る
と
解
す
る
の
は
、
 
 

当
事
者
の
合
理
的
意
思
に
反
す
る
」
と
し
て
、
労
働
慣
行
の
存
在
を
 
 

否
定
し
た
。
ま
た
、
松
原
交
通
事
件
も
、
労
働
者
が
前
年
度
実
績
を
 
 

下
回
ら
な
い
額
の
賞
与
を
支
給
す
る
労
使
慣
行
の
存
在
を
主
張
し
た
 
 

事
案
で
あ
る
が
、
同
判
決
は
、
「
慣
行
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
そ
の
 
 

時
々
の
労
使
の
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
…
支
給
の
 
 

有
無
及
び
額
が
変
動
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
あ
げ
、
 
 

「
前
年
度
実
績
を
下
ら
な
い
額
の
賞
与
が
支
給
さ
れ
て
き
た
か
ら
と
 
 

い
っ
て
、
…
具
体
的
な
賞
与
請
求
権
を
基
礎
付
け
る
労
働
慣
行
の
存
 
 

在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
は
、
具
体
的
賞
与
請
求
権
に
 
 

関
し
て
、
仮
に
同
一
の
支
給
条
件
で
反
復
し
て
賞
与
が
支
給
さ
れ
て
 
 

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
き
た
場
 
 

合
に
は
、
「
交
渉
」
と
い
う
決
定
過
程
に
、
支
給
の
有
無
及
び
額
の
 
 

変
動
す
る
可
能
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
を
理
 
 

由
に
労
働
慣
行
の
成
立
を
否
定
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
 
 

働
慣
行
の
成
立
に
厳
格
な
論
理
に
た
て
ば
、
本
件
に
お
い
て
も
、
従
 
 

来
の
賞
与
支
給
が
労
働
協
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
交
渉
結
果
次
 
 

第
で
支
給
条
件
が
変
動
し
う
る
こ
と
、
過
去
に
算
定
基
礎
が
変
動
し
 
 

た
事
実
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賞
与
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
よ
う
 
 

な
労
働
慣
行
は
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
は
、
十
 
 

分
に
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
本
決
定
の
理
論
構
成
で
は
、
算
定
方
法
の
変
更
 
 

の
有
無
等
は
、
合
理
性
判
断
に
お
け
る
考
慮
要
素
の
一
部
で
あ
っ
て
、
 
 

決
定
的
な
影
響
力
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
決
定
の
枠
組
に
 
 

依
拠
す
る
場
合
は
、
そ
の
他
の
事
情
し
だ
い
で
賞
与
請
求
権
が
発
生
 
 

し
う
る
。
土
の
よ
う
に
、
本
決
定
の
理
論
構
成
は
、
労
働
慣
行
の
成
 
 

否
判
断
を
し
な
い
こ
と
で
、
労
働
者
の
賞
与
請
求
権
を
認
め
る
可
能
 
 

性
を
引
き
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
決
定
は
、
結
 
 

論
と
し
て
も
、
賞
与
に
つ
い
て
労
使
が
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
に
も
 
 

か
か
わ
ら
ず
、
Ⅹ
ら
の
賞
与
請
求
権
を
例
外
的
に
認
め
る
七
い
う
結
 
 

果
に
至
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
判
断
は
、
．
本
件
に
関
す
る
限
り
で
は
妥
当
な
よ
う
に
も
思
わ
 
 

れ
る
が
、
理
論
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
な
い
と
は
い
え
な
 
 

い
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
例
外
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
 
 

て
、
要
旨
1
で
部
分
的
合
意
の
否
定
し
た
点
と
の
関
係
で
矛
盾
が
あ
 
 

り
、
例
外
的
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
説
明
に
成
功
し
て
い
る
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と
は
い
え
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
 
（
矢
野
昌
浩
「
賃
金
改
訂
交
渉
が
 
 

行
き
詰
ま
っ
た
場
合
に
、
信
義
則
は
賃
金
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
か
？
⊥
労
働
法
律
旬
報
一
五
五
六
号
四
四
頁
、
二
〇
〇
 
 

三
年
）
。
ま
た
、
評
者
と
し
て
は
、
こ
の
判
断
枠
組
が
、
ど
の
程
度
 
 

の
事
案
ま
で
妥
当
し
う
る
か
に
つ
い
て
も
、
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

本
決
定
の
理
論
構
成
で
は
、
賞
与
に
つ
い
て
の
労
使
の
合
意
が
な
 
 

い
像
合
に
は
、
使
用
者
が
賞
与
支
給
に
前
提
条
件
を
付
し
た
こ
と
が
 
 

信
義
則
違
反
に
あ
た
れ
ば
、
前
提
条
件
が
無
効
と
な
り
、
労
働
組
合
 
 

が
前
提
条
件
以
外
の
部
分
を
承
諾
し
た
場
合
に
は
賞
与
請
求
権
の
成
 
 

立
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
論
理
を
逆
に
解
釈
す
る
と
、
賞
与
請
求
権
 
 

が
発
生
す
る
前
提
と
し
て
、
．
使
用
者
か
ら
前
提
条
件
付
き
の
賞
与
支
 
 

給
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
組
合
が
賞
与
支
給
の
承
諾
と
解
 
 

釈
し
う
る
対
応
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

確
か
に
、
労
使
の
合
意
が
な
け
れ
ば
本
来
は
存
在
し
な
い
は
ず
の
 
 

賞
与
請
求
権
を
例
外
的
に
認
め
る
以
上
、
例
外
の
範
囲
が
過
度
に
広
 
 

く
な
る
の
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
決
定
の
枠
組
で
は
、
上
述
 
 

の
二
つ
の
前
提
が
、
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
 
 

し
、
こ
れ
ら
の
前
提
は
、
あ
ま
り
に
具
体
的
で
あ
る
た
め
に
、
本
決
 
 

定
の
判
断
枠
組
を
相
当
特
殊
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

た
と
え
ば
、
使
用
者
が
一
方
的
に
賞
与
不
支
給
の
み
を
通
告
し
て
き
 
 

た
場
合
、
こ
の
通
告
は
前
提
条
件
付
き
の
賞
与
支
給
の
申
入
れ
と
い
 
 

う
前
提
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
組
合
が
十
分
な
対
応
を
し
て
い
な
 
 

い
場
合
、
た
と
え
ば
前
提
条
件
へ
の
反
対
の
み
表
明
し
て
、
使
用
者
 
 

の
提
示
し
た
賞
与
額
に
限
っ
て
承
諾
す
る
意
思
表
示
も
全
く
し
な
 
 

か
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
の
承
諾
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
 
 

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
賞
与
請
求
権
の
発
生
の
前
提
を
欠
く
こ
と
に
な
 
 

り
、
本
決
定
の
判
断
枠
組
に
よ
っ
て
も
、
労
働
者
の
賞
与
請
求
権
は
 
 

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
賞
与
に
つ
い
て
明
確
な
規
 
 

定
も
な
く
、
組
合
の
よ
う
な
労
働
者
組
織
も
存
在
し
な
い
と
い
う
よ
 
 

う
な
状
況
は
、
本
決
定
の
判
断
枠
組
の
想
定
外
と
な
ろ
う
。
 
 
 

ヱ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
決
定
の
示
し
た
判
断
枠
組
は
、
一
見
 
 

す
る
と
、
様
々
な
考
慮
要
素
を
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
一
般
性
が
 
 

あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
賞
与
請
求
権
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
限
定
 
 

す
る
要
素
も
ま
た
具
体
的
で
あ
る
ゆ
え
に
、
結
局
は
本
件
と
類
似
し
 
 

た
事
案
に
し
か
適
合
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
理
論
構
成
に
よ
っ
て
例
外
を
認
め
る
以
外
に
、
 
 

Ⅹ
ら
の
一
時
金
請
求
権
を
認
め
る
法
的
構
成
は
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
 
 

ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
具
体
的
金
額
は
各
年
度
の
協
議
で
決
定
さ
れ
 
 

て
い
る
と
し
て
も
、
賞
与
支
給
自
体
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年
間
の
賞
 
 

与
支
給
の
実
績
か
ら
、
労
働
慣
行
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
全
く
不
 
 

可
能
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
別
契
約
の
解
釈
論
と
 
 

し
て
、
「
一
時
金
請
求
権
に
関
す
る
黙
示
の
合
意
が
成
立
し
て
い
る
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3
 
不
当
労
働
行
為
の
成
否
 
 
 

要
旨
2
は
、
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
 
 

支
社
組
合
と
の
間
に
一
時
金
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
 
 

と
、
「
［
支
社
組
合
と
の
交
渉
妥
結
ま
で
］
非
組
合
員
に
対
す
る
夏
季
 
 

賞
与
の
支
給
を
留
保
す
べ
き
格
別
の
事
情
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
 
 

理
由
に
、
Y
に
つ
い
て
労
組
法
七
条
二
号
、
二
号
、
三
号
の
い
ず
れ
 
 

も
成
立
し
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
簡
略
な
検
討
で
、
 
 

不
当
労
働
行
為
の
成
立
を
全
く
否
定
し
た
点
に
は
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
団
交
拒
否
の
問
題
で
あ
る
。
Ⅹ
ら
は
Y
が
本
件
提
案
 
 

に
含
ま
れ
る
前
提
条
件
に
固
執
し
て
い
る
旨
述
べ
て
い
る
が
、
本
決
 
 

定
は
、
こ
の
点
に
あ
ま
り
着
目
し
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
前
提
条
件
 
 

の
合
理
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

確
か
に
、
本
件
提
案
の
よ
う
に
一
時
金
支
給
に
つ
い
て
何
ら
か
の
 
 

前
提
条
件
を
付
す
こ
と
自
体
は
、
常
に
不
合
理
で
あ
る
と
は
限
ら
な
 
 

い
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
Ⅹ
ら
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
本
 
 

件
提
案
の
内
容
だ
け
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
、
事
実
㈲
 
 

に
あ
る
交
渉
過
程
に
お
け
る
Y
の
一
連
の
行
為
で
あ
る
。
本
件
提
案
 
 

提
示
後
に
、
Y
が
支
社
組
合
と
の
間
に
何
ら
か
の
妥
協
点
を
探
ろ
う
 
 

と
し
た
形
跡
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
交
渉
姿
勢
は
、
誠
実
交
渉
義
務
 
 

と
解
す
る
」
 
（
前
掲
・
矢
野
四
七
頁
。
）
 
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 

違
反
と
評
価
さ
れ
う
る
。
 
 
 

ま
た
、
支
配
介
入
も
成
立
し
な
い
と
い
う
判
断
に
も
疑
問
が
残
る
。
 
 

本
件
に
お
け
る
一
時
金
の
不
支
給
が
、
Ⅹ
ら
の
「
日
常
生
活
に
重
大
 
 

な
影
響
」
を
及
ぼ
す
こ
と
は
本
決
定
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
 
 

か
る
不
利
益
の
程
度
か
ら
す
れ
ば
、
一
時
金
の
不
支
給
が
、
組
合
の
 
 

運
営
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 
 

非
組
合
員
が
個
別
合
意
に
よ
り
一
時
金
を
支
給
さ
れ
た
と
い
う
事
実
 
 

も
考
慮
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
一
時
金
不
支
給
は
、
支
社
組
合
の
 
 

組
織
力
を
損
な
う
危
険
が
高
く
、
Y
の
意
思
や
認
識
次
第
で
は
支
配
 
 

介
入
が
成
立
す
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

不
当
労
働
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
と
非
組
合
員
と
の
 
 

間
仇
処
遇
の
格
差
が
一
見
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で
 
 

の
労
使
関
係
や
、
一
時
金
不
支
給
が
組
合
員
個
人
や
組
合
に
及
ぼ
す
 
 

影
響
な
ど
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
不
 
 

可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
決
定
は
、
合
意
の
 
 

不
成
立
と
非
組
合
員
へ
の
支
給
の
妥
当
性
と
い
う
、
処
遇
の
格
差
の
 
 

表
面
上
の
理
由
の
み
に
基
づ
い
て
判
断
し
、
他
の
要
素
は
検
討
し
て
 
 

い
な
い
。
本
案
審
理
で
な
い
と
し
て
も
、
不
当
労
働
行
為
の
成
否
が
 
 

問
題
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
も
う
少
し
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
っ
た
 
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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